
写真提供　＊長野県環境保全研究所

※これらのほか、県内にはシロウマタンポポ、ヤツガタケタンポポ、トガクシタンポポ等の在来のタンポポ類が生育しています

・南・北アルプス、八ヶ岳
　の高山帯の草原や礫地に
　分布する日本固有種
・花期は 6～ 8月、頭花は
　濃黄色、直径 4cm程度
・総苞外片は反り返らず、
　黒緑色で突起はない

・本州の中部地方に分布す
　る日本固有種
・花期は4～5月、頭花は
　濃黄色、直径 4cm内外
・総苞外片は反り返らず、
　緑色で広卵型、突起はない

ミヤマタンポポ（キク科） シナノタンポポ（キク科）

↖総苞外片＊ ＊

・1904年に北海道で確認された
・現在は、ほぼ全国で野生化

全国では

・低地から山地に広く野生化
・上高地、乗鞍岳、湯の丸等の亜
　高山帯・高山帯へ侵入している

長野県では

・南北アメリカ、アジア、アフリ
　カ、オセアニア（寒帯～温帯域）

世界の分布

2019 年現在2019年現在
定着 一部地域に定着

・在来種に比べて、攪乱が激しく、アルカリ性で貧栄
　養な乾燥土壌で生育可能
・根茎の切片で繁殖する
・低標高地では周年開花するものもある（花期が長い）
・受粉しなくても種子をつける
・果実は小さく、
　風に乗って飛散
　しやすい
・種子に休眠性は
　ない
・他のタンポポ類
　と雑種をつくる

↓他のタンポポ類との雑種

＊

・市街地、道端、空地、畑地、牧草地、芝地、樹園地、川岸、山地等
・高山帯・亜高山帯の登山施設周辺や車道沿い、登山道沿い、自然草
　原まで、人により持ち込まれて広く侵入している

・自然草原や高山に生育する在来植物と競合し、駆逐する
・他のタンポポ類と雑種を形成するため、絶滅危惧種を含
　む高山性在来種タンポポの遺伝的攪乱を引き起こす可能
　性が危惧される
・訪花昆虫を奪い、在来種の結実率の低下を招く
・高山の自然景観を損なう

総苞外片
（反っている）

・花期は、低地等では 3～ 5月
　または周年、高標高地では初
　夏から夏季頃に開花する
・高さ10～30cmの花茎の先に、
　直径2～4cmの舌状花のみの
　黄色い頭花を単生する

・根は地中に深く伸びる
・葉はすべて根生する
・葉は長さ 3～ 50cm、幅 0.5 ～ 8cm
・鋸歯状～羽状に不規則に浅裂～深裂する

高さ 10～ 30cmの多年生草本

・痩果の長さは約 3mm、長い柄のあるパ
　ラシュート形の冠毛がある
・セイヨウタンポポの痩果はわら色、アカ
　ミタンポポの痩果は暗赤色

総苞外片の先端に
こぶ状の突起があ
り、縁の毛が多い

＊

＊

長野県版外来種対策ハンドブック　対策に取り組みたい外来種⑱
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【防除方法】【防除方法】

●花の部分のみ（花をつけた茎）を切り取る
●根から抜き取る作業に比べて簡易であり、種子生産を抑え、拡散しないようにする効果がある
　（ただし、再び成長して花をつけるため、根絶はできない）

●実施時期は結実するまでの期間が望ましいが、開花期間が長いため、見つけ次第刈り取る

●根からの抜き取りは素手では困難なため、スコップ、
　根掘り等を用いて手作業により根から抜き取る
　（できるだけ根を残さないように！）

●年 1回以上、見られなくなるまで継続して実施する
●実施時期は結実するまでの期間が望ましいが、開花
　期間が長いため、見つけ次第抜き取る

根掘り

●高山帯や亜高山帯は希少な在来植物が生育する場所であるため［注］、駆除は外来性タンポポ種群で
　あることを十分に確認してから実施する
●根茎の切片で繁殖するので、刈り取った花や抜き取った株は、
　種子が飛散しないよう密閉できるごみ袋等に入れて枯らす
●それぞれの自治体のごみ処理方法に従って処理する
●亜高山帯や高山帯を訪れる際は、衣服や長靴等に他の地域の
　種子が付着していないかどうかを確認し、持ち込まないよう注意する

密閉‼

1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

【生活史】
長野県版外来種対策ハンドブック　対策に取り組みたい外来種⑱

写真提供　＊環境省　＊＊長野県環境保全研究所

・本州、四国、九州に自生する日本固有種
・湧水のある山裾の水田やクレソン田、水路
　等に生育
・秋から冬にかけて赤色となるが、夏には緑
　白色となる
・乾田化や耕作放棄により近年激減している
・環境省レッドデータブックや長野県版レッ
　ドリストに掲載される絶滅危惧種

オオアカウキクサ（アカウキクサ科）

＊＊

・長野市で散発的に発生

長野県では

・アイガモ農法に伴って、カモの
　餌飼料、雑草抑制のマルチング
　用、緑肥用として持ち込まれた
・水鳥の足に付着して分布を拡大
　しているといわれている
・本州、四国、九州で野生化

全国では

・不明（温帯～熱帯域）

世界の分布 2019 年現在2019 年現在
定着
一部地域に定着一部地域に定着

・湖沼、水田、ハス田、水路等
・日当りの良い浅水域
・水面だけでなく、水位の下がった湿地
　等にも生育する

・水面を覆って光を遮り、水生生物に影響を及ぼす
・在来の絶滅危惧種のアカウキクサやオオアカウキク
　サ等と競合・駆逐
・水域の富栄養化を招くことによる在来種の駆逐
・在来の絶滅危惧種のアカウキクサやオオアカウキク
　サと雑種を形成

・葉は覆瓦状に 2 列に互生し、上下の 2 裂片に分かれる
・上側の裂片は水面に浮かび、表面にいぼ状の突起※がある
　※ ・アメリカオオアカウキクサの突起は 2 細胞
　　・ニシノオオアカウキクサの突起は 1 細胞
　　・アイオオアカウキクサは両者が混在するとされる
　　・在来では表面の突起は目立たない
　　　（顕微鏡レベルの観察が必要）

外来アゾラ類は根毛が発達するが、在来の
オオアカウキクサは根毛がほとんどない

・植物体の全体は円形～やや五角形
・直径 5 ～ 30mm、ヒノキの葉のように見える
・葉は秋に赤色になる

※「外来アゾラ」とは、
　アメリカオオアカウキクサ（アゾラ・クリスタータ）、
　ニシノオオアカウキクサ、アイオオアカウキクサを指す

＊＊

＊

・ニシノオオアカウキクサは 6～ 7月
　に胞子嚢を付ける
・植物体は栄養繁殖により増殖し、水
　面を覆うように繁茂する（特に夏の
　繁殖力は旺盛）
・胞子や植物体は水に流されると下流
　で繁殖する（ただし雑種アゾラの場
　合は、胞子繁殖しない）
・空気中の窒素を固定する藍藻と共生
　するため、窒素分を豊富に含んでい
　る。枯死して堆積すると水域の富栄
　養化を招く
・ミズノメイガ類（昆虫のガ類）の幼
　虫が発生すると、夏季の高温時（25
　℃以上）に活発に葉を採食する

浮遊性の多年生草本（シダ類）

茎は二又分岐を繰り返して
水面に拡がる（栄養繁殖）

長野県版外来種対策ハンドブック　対策に取り組みたい外来種⑲

※
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